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(57)【要約】
　本発明は、データ送信方法、装置およびシステムを開
示する。当該データ送信方法は、無線端末と無線ネット
ワーク側の間の接続を確立した後、当該無線端末が当該
無線ネットワーク側への送信データを有するかどうかを
検出するステップであって、当該送信データは信号送信
データまたはユーザ・データを含むステップと、当該無
線端末が当該無線ネットワーク側への送信データを有す
るかどうかを検出するステップの結果、当該無線端末が
送信データを有さない場合には、当該無線端末の電力増
幅器ＰＡが非動作状態にあると確認するステップと、当
該無線端末が当該無線ネットワーク側への送信データを
有するかどうかを検出するステップの結果、当該無線端
末が送信データを有する場合には、当該無線端末の前記
ＰＡが動作状態にあると確認するステップと、を含む。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線端末と無線ネットワーク側の間の接続を確立した後、前記無線端末が前記無線ネッ
トワーク側への送信データを有するかどうかを検出するステップであって、前記送信デー
タは信号送信データまたはユーザ・データを含むステップと、
　前記無線端末が前記無線ネットワーク側への送信データを有するかどうかを検出するス
テップの結果、前記無線端末が送信データを有さない場合には、前記無線端末の電力増幅
器ＰＡが非動作状態にあると確認するステップと、
前記無線端末が前記無線ネットワーク側への送信データを有するかどうかを検出するステ
ップの結果、前記無線端末が送信データを有する場合には、前記無線端末の前記ＰＡが動
作状態にあると確認するステップと、
　を含む、データ送信方法。
【請求項２】
　前記無線端末の前記ＰＡが前記動作状態にあると確認した後、前記無線端末の前記送信
データを前記動作状態にある前記ＰＡにより増幅し、前記送信データを前記無線ネットワ
ーク側に送信するステップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記無線端末と前記無線ネットワーク側の間の前記接続は専用チャネルＤＣＨリンク接
続であり、前記送信データ内の前記信号送信データは、専用制御チャネルＤＣＣＨを介し
て前記無線ネットワーク側に送信され、および前記送信データ内の前記ユーザ・データは
、専用トラフィック・チャネルＤＴＣＨを介して前記無線ネットワーク側に送信される、
請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記無線端末が前記無線ネットワーク側への送信データを有するかどうかを検出するス
テップは、ベースバンド・チップのコーダが送信データを有するかどうかを検出するステ
ップを含む、請求項１または２または３に記載の方法。
【請求項５】
　前記無線端末が前記無線ネットワーク側への送信データを有するかどうかを検出するス
テップは、前記無線端末のベースバンド・チップにより、前記無線端末内に配置され前記
無線端末の前記ベースバンド・チップに接続された第１の記憶部に少なくとも１つの無線
フレームが存在するかどうかを検出するステップを含み、
　前記無線端末が前記無線ネットワーク側への送信データを有するかどうかを検出するス
テップの結果、前記無線端末が送信データを有さない場合というのは、無線フレームが前
記第１の記憶部に存在しない場合を含み、
　前記無線端末が前記無線ネットワーク側への送信データを有するかどうかを検出するス
テップの結果、前記無線端末が送信データを有する場合というのは、前記第１の記憶部に
少なくとも１つの無線フレームが存在する場合を含み、
　前記少なくとも１つの無線フレームは、前記無線端末のアプリケーション・プロセッサ
ＡＰから前記ベースバンド・チップにより受信され、前記第１の記憶部に格納される、
　請求項１または２または３に記載の方法。
【請求項６】
　前記無線端末が前記無線ネットワーク側への送信データを有するかどうかを検出するス
テップはさらに、前記無線端末の前記ベースバンド・チップにより、前記無線端末内に配
置され前記無線端末の前記ベースバンド・チップに接続されるかまたは前記ベースバンド
・チップ内に配置された第２の記憶部にデータが存在するかどうかを検出するステップを
含み、
　前記無線端末が前記無線ネットワーク側への送信データを有するかどうかを検出するス
テップの結果、前記無線端末が送信データを有さない場合というのは、前記第２の記憶部
に前記データが存在しない場合を含み、
　前記無線端末が前記無線ネットワーク側への送信データを有するかどうかを検出するス
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テップの結果、前記無線端末が送信データを有する場合というのは、前記第２の記憶部に
前記データが存在し、前記データが前記少なくとも１つの無線フレームの一部または全部
であることを含む、
　請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記無線端末の前記ＰＡが前記非動作状態にあることを確認するステップは、
　前記無線端末の前記ベースバンド・チップにより、第１のコマンドを前記ＰＡのＳＰＩ
にシリアル周辺インタフェースＳＰＩバスを介して送信するステップであって、前記第１
のコマンドが前記ＰＡをスリープ状態にあるように制御するステップ
　を含む、請求項１乃至６の何れか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記無線端末の前記ＰＡが前記非動作状態にあることを確認するステップは、
　前記無線端末の前記ベースバンド・チップにより、第２のコマンドを前記ＰＡのｄｉｇ
ＲＦインタフェースにデジタル無線周波数ｄｉｇＲＦバスを介して送信するステップであ
って、前記第２のコマンドは前記ＰＡをスリープ状態にあるように制御するステップ
　を含む、請求項１乃至６の何れか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記無線端末の前記ＰＡが前記非動作状態にあることを確認するステップは、
　前記無線端末の前記ベースバンド・チップにより、第３のコマンドを前記ＰＡの有効イ
ンタフェースＥＮに送信するステップであって、前記第３のコマンドは前記ＰＡをスリー
プ状態にあるように制御するステップ
　を含む、請求項１乃至６の何れか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記無線端末の前記ＰＡが前記非動作状態にあることを確認するステップは、
　前記無線端末の電力供給器により、前記ＰＡへの電力供給を停止して、前記ＰＡの電力
をオフにするステップ
　を含む、請求項１乃至６の何れか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　無線端末であって、
　ベースバンド・チップと電力増幅器ＰＡとを備え、
　前記ベースバンド・チップは、前記無線端末と無線ネットワーク側の間の接続を確立し
た後、前記無線端末が、信号送信データまたはユーザ・データを含む送信データを有する
かどうかを検出し、検出の結果、前記ベースバンド・チップが送信データを有さない場合
には、前記ＰＡが非動作状態にあると確認する第１のメッセージを前記ＰＡに送信し、検
出の結果、前記ベースバンド・チップが送信データを有する場合には、前記ＰＡが動作状
態にあると確認する第２のメッセージを前記ＰＡに送信するように構成され、
　前記ＰＡは、前記ベースバンド・チップが送信した前記第１のメッセージを受信し前記
ＰＡが前記非動作状態にあることを前記第１のメッセージに従って確認するように構成さ
れるか、または、前記ベースバンド・チップが送信した前記第２のメッセージを受信し前
記ＰＡが前記動作状態にあることを前記第２のメッセージに従って確認するように構成さ
れる、
　無線端末。
【請求項１２】
　前記送信データを前記ベースバンド・チップから受信し、前記送信データを変調し、前
記変調の後に第１のデータを前記ＰＡに送信するように構成された送受信器をさらに備え
、
　前記ＰＡは、前記変調の後に前記第１のデータを増幅するようにさらに構成され、
　前記無線端末は、前記ＰＡが増幅した第２のデータを前記無線ネットワーク側に送信す
るように構成されたアンテナをさらに備える、
　請求項１１に記載の無線端末。
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【請求項１３】
　前記送信データを生成し、前記送信データを前記ベースバンド・チップに送信するよう
に構成されたアプリケーション・プロセッサＡＰをさらに備える、請求項１１または１２
に記載の無線端末。
【請求項１４】
　前記ベースバンド・チップは、前記送信データを前記ＡＰから受信し、前記送信データ
内の少なくとも１つの無線フレームを第１の記憶部に格納し、前記第１の記憶部が前記送
信データを有さない場合には、前記検出に対応する結果は、前記ベースバンド・チップが
送信データを有さないということであり、前記第１の記憶部が前記送信データ内に前記少
なくとも１つの無線フレームを有する場合には、前記検出に対応する結果は、前記ベース
バンド・チップが送信データを有するということであり、
　前記無線端末はさらに、前記ベースバンド・チップに接続され前記送信データ内の前記
少なくとも１つの無線フレームを格納するように構成された前記第１の記憶部を備える、
　請求項１３に記載の無線端末。
【請求項１５】
　前記ベースバンド・チップは、前記第１の記憶部が前記少なくとも１つの無線フレーム
を有するとき、前記第１の記憶部内の前記少なくとも１つの無線フレームの一部または全
部を第２の記憶部に格納し、前記第２の記憶部がデータを有さない場合には、前記検出に
対応する結果は、前記ベースバンド・チップが送信データを有さないということであり、
前記第２の記憶部がデータを有する場合には、前記検出に対応する結果は、前記ベースバ
ンド・チップが送信データを有するということであり、前記データは前記少なくとも１つ
の無線フレームの一部または全部であり、
　前記無線端末はさらに、前記ベースバンド・チップに接続されるかまたは前記ベースバ
ンド・チップ内に配置され前記データを格納するように構成された前記第２の記憶部を備
える、
　請求項１４に記載の無線端末。
【請求項１６】
　前記無線端末が送信データを有するかどうかを検出するように前記ベースバンド・チッ
プが構成されるということは、特に、前記ベースバンド・チップが、前記ベースバンド・
チップのコーダが送信データを有するかどうかを検出することであり、前記送信データは
前記ＡＰにより前記ベースバンド・チップに送信される、
　請求項１３に記載の無線端末。
【請求項１７】
　前記ベースバンド・チップが、前記ＰＡが前記非動作状態にあると確認する前記第１の
メッセージを前記ＰＡに送信するように構成されるということは、特に、前記ベースバン
ド・チップが第１のコマンドを前記ＰＡのＳＰＩにシリアル周辺インタフェースＳＰＩバ
スを介して送信することであり、前記第１のコマンドは前記ＰＡをスリープ状態にあるよ
うに制御する、
　請求項１１乃至１６の何れか１項に記載の無線端末。
【請求項１８】
　前記ベースバンド・チップが、前記ＰＡが前記非動作状態にあると確認する前記第１の
メッセージを前記ＰＡに送信するように構成されるということは、特に、前記ベースバン
ド・チップが第２のコマンドを前記ＰＡのｄｉｇＲＦインタフェースにデジタル無線周波
数ｄｉｇＲＦバスを介して送信することであり、前記第２のコマンドは前記ＰＡをスリー
プ状態にあるように制御する、
　請求項１１乃至１６の何れか１項に記載の無線端末。
【請求項１９】
　前記ベースバンド・チップが、前記ＰＡが前記非動作状態にあると確認する前記第１の
メッセージを前記ＰＡに送信するように構成されるということは、特に、前記ベースバン
ド・チップが第３のコマンドを前記ＰＡの有効インタフェースＥＮに送信することであり
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、前記第３のコマンドは前記ＰＡをスリープ状態にあるように制御する、
　請求項１１乃至１６の何れか１項に記載の無線端末。
【請求項２０】
　電力供給器をさらに備え、
　前記ベースバンド・チップが、前記ＰＡが前記非動作状態にあると確認する前記第１の
メッセージを前記ＰＡに送信するように構成されるということは、特に、前記ベースバン
ド・チップが、前記ＰＡへの電力供給を停止して、前記ＰＡの電力をオフするように前記
電力供給器に指示することである、
　請求項１１乃至１６の何れか１項に記載の無線端末。
【請求項２１】
　無線端末と無線ネットワーク側の間の接続が確立された後、前記無線端末が、信号送信
データまたはユーザ・データを含む前記無線ネットワーク側への送信データを有するかど
うかを検出するように構成された第１のユニットと、
　前記無線端末が前記無線ネットワーク側への送信データを有するかどうかを検出するス
テップの結果、前記無線端末が送信データを有さない場合には、前記無線端末の電力増幅
器ＰＡが非動作状態にあると確認するように構成された第２のユニットと、
　前記無線端末が前記無線ネットワーク側への送信データを有するかどうかを検出するス
テップの結果、前記無線端末が送信データを有する場合には、前記無線端末の前記ＰＡが
動作状態にあると確認し、前記ＰＡが前記送信データを増幅し増幅された前記送信データ
を前記無線ネットワーク側に送信するように構成された第３のユニットと、
　を備える、データ送信装置。
【請求項２２】
　前記第１のユニットは特に、ベースバンド・チップのコーダが送信データを有するかど
うかを検出するように構成される、請求項２１に記載のデータ送信装置。
【請求項２３】
　前記第１のユニットは特に、前記無線端末内に配置され前記無線端末の前記ベースバン
ド・チップに接続された第１の記憶部に少なくとも１つの無線フレームが存在するかどう
かを検出するように構成され、少なくとも１つの無線フレームが存在する場合には、前記
無線端末が送信データを有し、無線フレームが存在しない場合には、前記無線端末が送信
データを有さず、前記少なくとも１つの無線フレームは、前記無線端末のアプリケーショ
ン・プロセッサＡＰから前記ベースバンド・チップにより受信され、次いで前記第１の記
憶部に格納される、請求項２１に記載のデータ送信装置。
【請求項２４】
　前記第１のユニットは特に、前記無線端末内に配置され前記無線端末の前記ベースバン
ド・チップに接続されるかまたは前記ベースバンド・チップ内に配置された第２の記憶部
にデータが存在するかどうかを検出するように構成され、前記データが存在する場合には
、前記無線端末が送信データを有し、前記データが存在しない場合には、前記無線端末が
送信データを有さず、前記データは前記少なくとも１つの無線フレームの一部または全部
である、請求項２３に記載のデータ送信装置。
【請求項２５】
　前記第２のユニットは特に、第１のコマンドを前記ＰＡのＳＰＩにシリアル周辺インタ
フェースＳＰＩバスを介して送信するように構成され、前記第１のコマンドは前記ＰＡを
スリープ状態にあるように制御する、
　請求項２１乃至２４の何れか１項の記載のデータ送信装置。
【請求項２６】
　前記第２のユニットは特に、第２のコマンドを前記ＰＡのｄｉｇＲＦインタフェースに
デジタル無線周波数ｄｉｇＲＦバスを介して送信するように構成され、前記第２のコマン
ドは前記ＰＡをスリープ状態にあるように制御する、
　請求項２１乃至２４の何れか１項の記載のデータ送信装置。
【請求項２７】
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　前記第２のユニットは特に、第３のコマンドを前記ＰＡの有効エンドＥＮに送信するよ
うに構成され、前記第３のコマンドは前記ＰＡをスリープ状態にあるように制御する、
　請求項２１乃至２４の何れか１項の記載のデータ送信装置。
【請求項２８】
　前記第２のユニットは特に、前記ＰＡへの電力供給を停止して、前記ＰＡの電力をオフ
するように構成された、
　請求項２１乃至２４の何れか１項の記載のデータ送信装置。
【請求項２９】
　無線ネットワーク側機器と請求項１１乃至２０の何れか１項に記載の無線端末とを備え
、前記無線ネットワーク側機器に通信接続される、データ送信システム。
【請求項３０】
　無線ネットワーク側機器と請求項２１乃至２８の何れか１項に記載のデータ送信装置と
を備え、前記無線ネットワーク側機器に通信接続される、データ送信システム。
【請求項３１】
　コンピュータ読取可能記憶媒体であって、コンピュータがコンピュータ・プログラム・
コードを格納し、前記コンピュータ・プログラム・コードが前記コンピュータにより実行
され、前記コンピュータ・プログラム・コードは前記コンピュータが請求項１乃至１０の
何れか１項に記載のステップを実行できるようにする、コンピュータ読取可能記憶媒体。
【請求項３２】
　コンピュータ・プログラム・コードを備え、前記コンピュータ・プログラム・コードが
コンピュータにより実行されたとき、前記コンピュータ・プログラム・コードにより、前
記コンピュータは請求項１乃至１０の何れか１項に記載のステップを実行することができ
る、コンピュータ・プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は無線通信の分野に関し、特にデータ送信方法、装置およびシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、データ送信を実装する無線端末の手続きにおいて、無線ネットワークとの通信リ
ンクを確立した後、無線端末はＤＣＨ（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ、専用チャ
ネル）状態に入り、この状態において無線ネットワークは、無線端末機器のユーザがデー
タを送受信するために使用される専用通信リンクを提供する。通信データに対して正常に
相互作用できることを保証するために、ユーザがデータを無線ネットワーク側に送信した
後、無線端末はアップリンク（無線端末機器から無線ネットワーク側への方向）にその電
力増幅器（短縮してＰＡ）を比較的長期間、ＯＮ状態に保持する。ＰＡは無線端末から無
線ネットワーク側に送信されたデータの電力を増幅することができる。この期間において
は、リンクの品質を保証するために、端末機器はテスト・レポート・データを定期的に送
信し、ＤＣＨリンクの有効期限が切れるまでＰＡをターンオフする。この有効期限は、一
般にネットワークにより決定され、一般には無線ネットワークの様々なモデル、要求され
る多重化方法、および容量構成に応じて１０ｓ（ｓｅｃｏｎｄ、秒）から６０ｓであり、
この期間においては、送信データのあるなしに関わらず、従来の無線端末機器はそのＰＡ
をターンオンする。しかし、実際の利用の観点からは、大抵の端末ユーザが無線端末機器
を使用するときは、ダウンリンク・サービスの受信トラフィックは、アップリンク・サー
ビスの受信トラフィックよりも極めて大量であり、したがって、長期間ＰＡがターンオン
されていると、無線端末機器の電力が無駄になることは疑いのないことである。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本発明の諸実施形態では、データ送信方法、装置およびシステムを提供する。これらは
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、無線端末機器の電力消費を削減できるものである。
【０００４】
　上述の目的に鑑みて、本発明の諸実施形態の技術的解決策を以下のように実現する。
【０００５】
　当該データ送信方法は、無線端末と無線ネットワーク側の間の接続を確立した後、当該
無線端末が当該無線ネットワーク側への送信データを有するかどうかを検出するステップ
であって、当該送信データは信号送信データまたはユーザ・データを含むステップと、当
該無線端末が当該無線ネットワーク側への送信データを有するかどうかを検出するステッ
プの結果、当該無線端末が送信データを有さない場合には、当該無線端末の電力増幅器Ｐ
Ａが非動作状態にあると確認するステップと、当該無線端末が当該無線ネットワーク側へ
の送信データを有するかどうかを検出するステップの結果、当該無線端末が送信データを
有する場合には、当該無線端末のＰＡが動作状態にあると確認するステップと、を含む。
【０００６】
　無線端末は、ベースバンド・チップと電力増幅器ＰＡとを備える。当該ベースバンド・
チップは、当該無線端末と無線ネットワーク側の間の接続を確立した後、当該無線端末が
、信号送信データまたはユーザ・データを含む送信データを有するかどうかを検出し、検
出の結果、当該ベースバンド・チップが送信データを有さない場合には、当該ＰＡが非動
作状態にあると確認する第１のメッセージを当該ＰＡに送信し、検出の結果、当該ベース
バンド・チップが送信データを有する場合には、当該ＰＡが動作状態にあると確認する第
２のメッセージを当該ＰＡに送信するように構成される。当該ＰＡは、当該ベースバンド
・チップが送信した当該第１のメッセージを受信し当該ＰＡが非動作状態にあることを当
該第１のメッセージに従って確認するように構成されるか、または、当該ベースバンド・
チップが送信した当該第２のメッセージを受信し当該ＰＡが動作状態にあることを当該第
２のメッセージに従って確認するように構成される。
【０００７】
　データ送信装置は、無線端末と無線ネットワーク側の間の接続が確立された後、当該無
線端末が、信号送信データまたはユーザ・データを含む当該無線ネットワーク側への送信
データを有するかどうかを検出するように構成された第１のユニットと、当該無線端末が
当該無線ネットワーク側への送信データを有するかどうかを検出するステップの結果、当
該無線端末が送信データを有さない場合には、当該無線端末の電力増幅器ＰＡが非動作状
態にあると確認するように構成された第２のユニットと、当該無線端末が当該無線ネット
ワーク側への送信データを有するかどうかを検出するステップの結果、当該無線端末が送
信データを有する場合には、当該無線端末のＰＡが動作状態にあると確認し、当該ＰＡが
当該送信データを増幅し増幅された当該送信データを当該無線ネットワーク側に送信する
ように構成された第３のユニットと、を備える。
【０００８】
　データ送信システムは、無線ネットワーク側機器と、当該無線ネットワーク側機器と通
信接続する無線端末とを備える。
【０００９】
　データ送信システムは、無線ネットワーク側機器と、当該無線ネットワーク側機器と通
信接続するデータ送信装置とを備える。
【００１０】
　コンピュータ読取可能記憶媒体は、コンピュータがコンピュータ・プログラム・コード
を格納し、当該コンピュータ・プログラム・コードが当該コンピュータにより実行された
とき、当該コンピュータ・プログラム・コードは当該コンピュータが上記データ送信方法
のステップを実行できるようにすることを特徴とする。
【００１１】
　コンピュータ・プログラムは、コンピュータ・プログラム・コードを備え、当該コンピ
ュータ・プログラム・コードがコンピュータにより実行されたとき、当該コンピュータ・
プログラム・コードにより、当該コンピュータは上記データ送信方法のステップを実行す
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ることができることを特徴する。
【００１２】
　上述の解決策から、本発明の諸実施形態で提供するデータ送信方法、装置およびシステ
ムが、無線端末が送信データを有さないと判定されたとき、当該無線端末のＰＡが非動作
状態にありＰＡが常には動作していないと確認され、その結果、無線端末のＰＡの電力消
費が節約され、無線端末機器の電力消費が削減されることが分かる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の第１の実施形態におけるデータ送信方法の概略的な流れ図である。
【図２】本発明の第２の実施形態におけるデータ送信方法の詳細な流れ図である。
【図３】本発明の１実施形態のデータ送信方法を採用するＰＡの効果と、先行技術を採用
するＰＡの効果とを比較するチャートの図である。
【図４】本発明の第３の実施形態における無線端末の略構造図である。
【図５】本発明の第４の実施形態におけるデータ送信システムの略構造図である。
【図６】本発明の第５の実施形態におけるデータ送信システムの略構造図である。
【図７】本発明の第６の実施形態におけるデータ送信システムの略構造図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明の目的、技術的解決策、および利点をより分かりやすくするために、以下では添
付図面を参照して本発明の諸実施形態を詳細に説明する。
【００１５】
　本発明の第１の実施形態では、図１の概略的な流れ図で示すようにデータ送信方法を提
供する。当該データ送信方法は、以下のステップを含む。
【００１６】
　ステップ１０１では、無線端末が無線ネットワーク側への送信データを有するかどうか
を判定する。当該データは、信号送信データまたはユーザ・データを含む。
【００１７】
　ステップ１０２では、当該無線端末が当該無線ネットワーク側への送信データを有する
かどうかを検出するステップの結果、無線端末が無線ネットワーク側への送信データを有
さない場合には、無線端末のアップリンク電力増幅器（ｐｏｗｅｒ　ａｍｐｌｉｆｉｅｒ
、ＰＡ）が非動作状態にあると確認する。
【００１８】
　本明細書における「確認する」とは、保証することをも意味する。ＰＡが動作状態にあ
った場合には、ＰＡを動作状態に保ち、ＰＡが動作状態にない場合には、ＰＡが動作状態
にあることができるようにする。
【００１９】
　ステップ１０３では、当該無線端末が当該無線ネットワーク側への送信データを有する
かどうかを検出するステップの結果、当該無線端末が送信データを有する場合には、当該
無線端末のＰＡが動作状態にあると確認する。
【００２０】
　ステップ１０２とステップ１０３のシーケンスを交換してもよい。これは、本発明の実
施形態の具体的な実装に影響を及ぼすものではない。
【００２１】
　上述のデータ送信方法によれば、ＰＡのＯＮまたはＯＦＦを、無線端末が送信データを
有するかどうかに応じて制御してもよい。データを送信した後、または、無線ネットワー
ク側への送信データが存在しないときには、ＰＡをターンオフして、無線端末のアップリ
ンクの電力消費を削減できるようにし、無線端末が無線ネットワーク側と対話する必要が
ないときに無線端末のエネルギ節約を実現する。
【００２２】
　ステップ１０３の後、上述の方法が以下のステップのうち少なくとも１つをさらに含ん
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でもよい。
【００２３】
　ステップ１０４では、無線端末の送信データを動作状態にあるＰＡにより増幅し、増幅
したデータを無線ネットワーク側に送信する。
　ステップ１０５では、当該送信データが完了したかどうかを検出する。
【００２４】
　ステップ１０６では、当該送信データの送信が完了した場合には、当該無線端末のＰＡ
が非動作状態にあると確認する。非動作状態はここでは、スリープ動作モードおよび電力
オフ動作モードを含んでもよい。
【００２５】
　無線端末が無線ネットワーク側への送信データを有するかどうかを検出するステップを
、以下の３つの検出方法のうちの１つにより実装してもよい。
【００２６】
　第１の方法では、無線端末のベースバンド・チップが、当該無線端末内に存在し当該無
線端末の当該ベースバンド・チップに接続された第１の記憶部に少なくとも１つの無線フ
レームが存在するかどうかを検出する。当該無線端末が無線ネットワーク側への送信デー
タを有するかどうかを検出するステップの結果無線端末が送信データを有さない場合とい
うのは、第１の記憶部に無線フレームが存在しないことを含む。当該無線端末が無線ネッ
トワーク側への送信データを有するかどうかを検出するステップの結果当該無線端末が送
信データを有する場合というのは、第１の記憶部に少なくとも１つの無線フレームが存在
することを含む。無線フレームが第１の記憶部に存在しない場合には、ベースバンド・チ
ップは送信データが存在しないと考える。少なくとも１つの無線フレームが第１の記憶部
に存在する場合には、ベースバンド・チップは送信データが存在すると考える。少なくと
も１つの無線フレームは、無線端末のアプリケーション・プロセッサＡＰからベースバン
ド・チップにより受信され、第１の記憶部に格納される。
【００２７】
　第２の方法では、無線端末のベースバンド・チップにより、無線端末が無線ネットワー
ク側への送信データを有するかどうかを検出するステップが、送信データが無線端末のベ
ースバンド・チップのレイヤ１に存在するかどうかを検出するステップを含んでもよい。
送信データが無線端末のベースバンド・チップのレイヤ１に存在するかどうかを検出する
ステップは、特に、ベースバンド・チップのコーダが送信データを有するかどうかを検出
するステップを含んでもよい。ベースバンド・チップのコーダが送信データを有する（例
えば、少なくとも１つの無線フレームのデータが存在する）場合には、ベースバンド・チ
ップは送信データが存在すると考える。ベースバンド・チップのコーダが送信データを有
さない場合には、ベースバンド・チップは送信データが存在しないと考える。
【００２８】
　第３の方法では、無線端末のベースバンド・チップが、送信データが無線端末のベース
バンド・チップのレイヤ３に存在するかどうかを検出する。具体的には、送信データがレ
イヤ３のパケット・データ収束プロトコル（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅ
ｎｃｅ　プロトコル、ＰＤＣＰ）サブレイヤに存在するかどうかを検出してもよい。当該
無線端末が送信データを有する場合には、当該無線端末のＰＡが動作状態にあると確認す
る前に、本方法はさらに、レイヤ３によって、送信データを無線端末の第２の記憶部に格
納するステップを含んでもよい。当該無線端末のＰＡが動作状態にあると確認した後、当
該無線端末の送信データを動作状態にあるＰＡにより増幅し当該データを無線ネットワー
ク側に送信する前に、本方法は、無線端末のベースバンド・チップのレイヤ１により、送
信データを第２の記憶部から読み出すステップを含んでもよい。第２の記憶部をベースバ
ンド・チップ内に配置してもよく、無線端末内に配置してベースバンド・チップに接続さ
せてもよい。当該レイヤ１が、所定の期間ごとに送信データを第１の記憶部から読み出し
てもよい。当該所定の期間は１０ミリ秒であることが好ましい。
【００２９】
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　無線端末が無線ネットワーク側への送信データを有するかどうかを検出するステップは
さらに、
　無線端末のベースバンド・チップにより、データが第２の記憶部に存在するかどうかを
検出するステップであって、当該第２の記憶部は無線端末内に配置され、無線端末のベー
スバンド・チップに接続されるかまたはベースバンド・チップ内に配置されるステップを
含む。
【００３０】
　当該無線端末が当該無線ネットワーク側への送信データを有するかどうかを検出するス
テップの結果無線端末が送信データを有さないというのは、当該データが第２の記憶部に
存在しないことを含む。
【００３１】
　無線端末が無線ネットワーク側への送信データを有さないかどうかを検出した結果無線
端末が送信データを有するというのは、当該データが第２の記憶部に存在することを含み
、当該データは少なくとも１つの無線フレームの一部または全部である。
【００３２】
　ここで、３ＧＰＰのエア・インタフェースのプロトコル階層が簡単に導入されている。
３ＧＰＰのエア・インタフェースのプロトコル階層は、ネットワーク・アプリケーション
層、即ち、最上位層を含む。レイヤ３は、Ｌ３と示され、様々なメッセージやプログラム
を含み、サービスに対して制御や管理を行うものである。レイヤ２およびレイヤ１は、エ
ア・インタフェースのプロトコル階層においてレイヤ３の下に順番に配置される。レイヤ
２はデータ・リンク層であり、Ｌ２と示され、中間層である。Ｌ２は、様々なデータ送信
構造を含み、データ送信に対して制御を行い、高信頼な専用データ・リンクが移動局と基
地局の間に確立されることを保証する。レイヤ１は物理層であり、Ｌ１と示され、ビット
・ストリームの送信に必要な無線リンクを提供する最下層である。Ｌ１、Ｌ２、およびＬ
３は無線端末内の独立な３ＧＰＰプロトコル層に属する。
【００３３】
　ステップ１０２で、無線端末のＰＡが動作状態にあると確認した後、本方法は、当該無
線端末のベースバンド・チップのレイヤ１により、無線端末のＰＡが動作状態にあると確
認することに成功した旨のメッセージをレイヤ３に通知するステップを含んでもよい。
【００３４】
　無線端末のベースバンド・チップのレイヤ１により、当該無線端末のＰＡが動作状態に
あると確認することに成功した旨のメッセージをレイヤ３に通知するステップが、無線端
末のベースバンド・チップのレイヤ１により、ＰＡが動作状態にあることに第１のフラグ
・ビットの状態が対応すると確認して、レイヤ３が決定された第１のフラグ・ビットを読
むようにするステップであって、当該第１のフラグ・ビットは当該無線端末のＰＡが動作
状態にあるかどうかを示すのに使用されるステップを含んでもよい。当該第１のフラグ・
ビットが、識別子（例えば、設定された後に１の値を有してＰＡが動作状態にあることを
示し、設定されていないときは０の値を有してＰＡがターンオンされていないことを正し
く示す、１ビットのブール変数）であってもよく、これをＦ１で示してもよい。当該第１
のフラグ・ビットに対しては、ステップ２０９における第１のフラグ・ビットの説明を参
照することができる。
【００３５】
　ステップ１０６では、送信データの送信を完了した後、本方法はさらに、無線端末のベ
ースバンド・チップのレイヤ１により、送信データの送信が完了したことを示すメッセー
ジをレイヤ３に通知するステップを含んでもよい。レイヤ３は、送信データの送信が完了
したことを示すメッセージに従って、ＰＡをターンオフするように制御してもよい。
【００３６】
　無線端末のベースバンド・チップのレイヤ１により、送信データの送信が完了したこと
を示すメッセージをレイヤ３に通知するステップは、無線端末のベースバンド・チップの
レイヤ１により、第２のフラグ・ビットの状態が送信データの送信が完了したことに対応
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すると確認して、レイヤ３が決定された第２のフラグ・ビットを読むようにするステップ
であって、当該第２のフラグ・ビットは送信データの送信が完了したかどうかを示すため
に使用されるステップを含んでもよい。当該第２のフラグ・ビットは、識別子（例えば、
設定された後に１の値を有して送信データの送信が完了したことを示し、設定されていな
いときは０の値を有して送信データが送信されていないことを正しく示す、１ビットのブ
ール変数）であってもよく、これをＦ２で示してもよい。第２のフラグ・ビットＦ２に対
しては、特に、第２の実施形態のステップ２１５における第２のフラグ・ビットの説明を
参照することができ、ここでは詳細は繰り返さない。
【００３７】
　レイヤ３により決定された第１のフラグ・ビットを読み出すステップは、レイヤ３によ
り、所定の期間ごとに、決定された第１のフラグ・ビットを読み出すステップを含んでも
よい。
【００３８】
　レイヤ３により、決定された第２のフラグ・ビットを読み出すステップは、レイヤ３に
より、決定された第２のフラグ・ビットを所定の期間ごとに読み出すステップを含んでも
よい。当該所定の期間は１０ミリ秒であってもよい。
【００３９】
　ステップ１０３と１０６において、無線端末のＰＡが非動作状態にあることを確認する
ステップは、当該無線端末のベースバンド・チップにより、シリアル周辺インタフェース
（Ｓｅｒｉａｌ　Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ、ＳＰＩ）バスを介して第
１のコマンドをＰＡのＳＰＩに送信するステップであって、当該第１のコマンドはＰＡが
スリープ状態にあるように制御するステップを含んでもよい。ＰＡがスリープ状態にある
ときは、ＰＡはそれが動作状態にあるときと比べて殆ど電力を消費せず、ＰＡが動作状態
にあるときと比べて大量の電気エネルギが節約される。
【００４０】
　ステップ１０３と１０６において、無線端末のＰＡが非動作状態にあることを確認する
ステップが、無線端末のベースバンド・チップにより、デジタル無線周波数（Ｄｉｇｉｔ
ａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ、ｄｉｇＲＦ）バスを介してＰＡのｄｉｇＲＦイ
ンタフェースに第２のコマンドを送信するステップであって、当該第２のコマンドはＰＡ
をスリープ状態にあるように制御するステップを含んでもよい。
【００４１】
　ステップ１０３と１０６において、無線端末のＰＡが非動作状態にあることを確認する
ステップが、無線端末のベースバンド・チップにより、第３のコマンドをＰＡの有効イン
タフェースＥＮに送信するステップであって、当該第３のコマンドはＰＡをスリープ状態
にあるように制御するステップを含んでもよい。
【００４２】
　ステップ１０３と１０６において、無線端末のＰＡが非動作状態にあることを確認する
ステップが、無線端末の電力供給器により、ＰＡへの電力供給を停止して、ＰＡの電力を
オフにするステップを含んでもよい。具体的には、直流直流（ＤＣ／ＤＣ）変換器を電力
供給器とＰＡの間に直列に接続してもよく、当該ＤＣ／ＤＣ変換器は、電力供給器が電力
をＰＡに供給するかどうかを制御するために、ベースバンド・チップにより制御される。
電力供給器がＰＡに電力を供給しないときは、ＰＡの電力はオフになる。ベースバンド・
チップによるＤＣ／ＤＣ変換器の制御は先行技術に属すので、ここでは繰り返さない。
【００４３】
　ステップ１０５では、送信データの送信が完了したかどうかを検出するステップが、無
線端末が送信データを有することが検出された瞬間から２０ミリ秒が経過したかどうかを
検出するステップを含む。送信データが送信されていることは、無線端末が送信データを
有することが検出された瞬間から２０ミリ秒が経過したことを含む。
【００４４】
　本発明の第２の実施形態では、図２の詳細な流れ図に示すように、データ送信方法を提
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供し、以下のステップを含む。
【００４５】
　ステップ２０１では、無線端末がＲＲＣ（ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒ
ｏｌ、無線リソース制御）―ＤＣＨ状態に入る。即ち、ＤＣＨ接続が無線端末とネットワ
ーク側の間で接続される。
【００４６】
　ステップ２０２では、無線端末のベースバンド・チップのレイヤ３で制御面のアップリ
ンク信号送信データを検出する。
【００４７】
　ステップ２０３では、無線端末のベースバンド・チップのレイヤ３でユーザ面のアップ
リンク・ユーザ・データを検出する。
【００４８】
　ステップ２０２と２０３の実行シーケンスは厳密には限定されず、ステップ２０２を最
初に実行するか、または、ステップ２０３を最初に実行し、またはステップ２０２と２０
３を同時に実行してもよい。ステップ２０２および２０３での検出方法に関して、３つの
検出方法のうち１つを使用することによって無線端末が無線ネットワーク側への送信デー
タを有するかどうかを検出するステップを実施できる本発明の第１の実施形態を参照でき
るので、ここでは詳細は繰り返さない。
【００４９】
　ステップ２０４では、ステップ２０２の信号検出とステップ２０３のユーザ・データ検
出の後に、無線端末は一定期間待機し、上述のステップ２０２および２０３で取得した信
号送信データおよび／またはユーザ・データをソートする。当該待機時間は５ｍｓ（ミリ
秒）であることが好ましい。
【００５０】
　ステップ２０５では、無線端末のＬ３は、Ｌ３がアップリンク送信データを有するかど
うかを検出する。当該アップリンク・データは、ステップ２０２および２０３で取得した
信号送信データおよび／またはユーザ・データを含んでもよい。検出の結果、アップリン
ク・データが存在しないときには、無線端末はステップ２０４に戻って待機し続ける。検
出の結果、アップリンク・データが存在する場合には、ステップ２０６に進む。
【００５１】
　ステップ２０６では、無線端末のＬ３がアップリンク・データを検出すると、アップリ
ンク・データを無線端末の第２の記憶部にバッファする。第２の記憶部をベースバンド・
チップのＬ３に配置することが好ましい。勿論、Ｌ３乃至Ｌ１の任意のレイヤでのデータ
・アクセスが都合良い限り、記憶部を無線端末のＬ２またはＬ１に配置してもよい。場合
によっては、第２の記憶部を無線端末内に配置して、ベースバンド・チップに接続しても
よい。第２の記憶部の容量は、アップリンク・データの一部をバッファできる限り、任意
のサイズであってもよく、例えば、第２の記憶部の容量を１ＫＢ（Ｂｙｔｅ、バイト）と
設定してもよい。アップリンク・データを格納するとき、第１のアドレスと当該アップリ
ンク・データのバッファ領域の長さを第２の記憶部に記録してもよい。異なる無線端末が
異なる処理能力を有するので、アップリンク・データをその生成時にリアルタイムに無線
ネットワーク側に送信してもよい。したがって、第２の記憶部の設定は任意である。当該
ステップもまた任意である。
【００５２】
　ステップ２０７では、Ｌ３のアップリンク・データの一部または全部を第２の記憶部に
格納した後、Ｌ３は、無線ネットワーク側に送信する必要があるアップリンク・データを
Ｌ３が有することをＬ１にアクティブに通知してもよい。無線ネットワーク側に送信する
必要があるアップリンク・データをＬ３が有することをＬ１がアクティブに知った後、ベ
ースバンド・チップがＰＡをターンオンしたと確認することも可能である。
【００５３】
　無線ネットワーク側に送信する必要があるアップリンク・データをＬ３が有することを
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Ｌ１が学習することは、第２の記憶部を所定の期間ごとにチェックし、データが第２の記
憶部に存在する場合には、データが送信すべきアップリンク・データであるというもので
あってもよい。
【００５４】
　ステップ２０８では、Ｌ１は所定の期間だけ待機し、ＰＡのターンオンが完了したと確
認する。従来の無線周波数のＰＡを確実に５ｍｓ（ミリ秒）以内にターンオンすることが
でき、したがって、５ｍｓの遅延を有するタイマを設定し、タイミングが終了したとき、
ＰＡのターンオンが完了したと判定する。
【００５５】
　ステップ２０９では、Ｌ１はＰＡのターンオンが完了したかどうかを判定する。ＰＡの
ターンオンが完了したかどうかを、ＰＡの入出力ポート（Ｉ／Ｏポート）を検出すること
により判定してもよい。例えば、ＰＡのＩ／Ｏポートが高レベルにあるとき、対応するＰ
Ａのターンオンが完了し、ＰＡのＩ／Ｏポートが低レベルにあるとき、対応するＰＡのタ
ーンオンが完了していないと事前に設定してもよい。ＰＡのＩ／Ｏポートが低レベルにあ
るとき、対応するＰＡのターンオンが完了し、ＰＡのＩ／Ｏポートが高レベルにあるとき
、対応するＰＡのターンオンが完了していないと事前に設定してもよい。高レベルが１．
５Ｖより高いロジック電圧を指し、低レベルが０．３Ｖより低いロジック電圧を指しても
よい。判定結果を、識別子（例えば、設定された後に１の値を有し、設定されていないと
きは０の値を有する１ビットのブール変数）を設定することにより無線端末（例えば、無
線端末の記憶部、具体的には第１の記憶部または第２の記憶部）において具体化し、この
ことを第１のフラグ・ビットＦ１で示し、識別子Ｆ１をＬ３、Ｌ２、およびＬ１の任意の
レイヤでアクセスしてもよい。Ｆ１を設定することにより、Ｌ３からＬ１に送信されたデ
ータ・ストリームが、ＰＡが準備できていないときに後続のフローを誤って実施すること
を回避でき、それにより本実施形態における方法の実行の正確性が保証される。本実施形
態では、Ｆ１が設定されているときＬ１に位置するＰＡが動作状態にあることを示し、Ｆ
１が設定されていないときＬ１に位置するＰＡのターンオンに成功しなかったことを示す
ものであってもよい。具体的には、Ｆ１にＬ１乃至Ｌ３の任意のレイヤによってアクセス
してもよい。Ｌ１がＰＡのターンオンを完了した後、Ｌ１はＦ１を設定する。Ｌ１の設定
の後、Ｌ３は読出しを実施して、ＰＡのターンオンが完了したことを知り、それによりア
ップリンク・データ送信を実施する。決定された第１のフラグ・ビットをＬ３により読み
出すことは、決定された第１のフラグ・ビットを所定の期間ごとにＬ３により読み出すこ
とを含む。当該所定の期間が１０ミリ秒であってもよい。勿論、無線端末が強力なリアル
タイム処理能力を有するときには、送信データがあると確認されたときにＰＡをリアルタ
イムにターンオンしてもよいので、このステップは必要ではない。ＰＡのターンオンが完
了した場合には、ステップ２１０に進む。ＰＡのターンオンが完了しなかった場合には、
ステップ２０８に戻って待機し続ける。
【００５６】
　ステップ２１０では、ＰＡのターンオンが完了した後、Ｌ３はアップロードすべきデー
タを第２の記憶部から取り出して、それを送信用に準備する。ステップ２０６で説明した
ように、データをＬ３からＬ１にリアルタイムの送信のために配布できるので、第２の記
憶部の設定は任意であり、このステップで第２の記憶部からデータを取り出すことは任意
である。
【００５７】
　ステップ２１１では、アップロードすべきデータを取り出した後、Ｌ３は当該データを
パッケージのめにＬ２に送信する。即ち、Ｌ２は当該アップロードすべきデータを無線チ
ャネルで送信するのに適したフォーマットにパッケージして、無線ネットワーク側に送信
する。
【００５８】
　ステップ２１２では、Ｌ２がアップロードすべきデータをＬ１に送信した後、Ｌ１は当
該アップロードすべきデータを無線ネットワーク側に送信する。
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　ステップ２１３では、無線端末が、Ｌ１がアップロードすべきデータを送信するのを待
機する。
【００５９】
　ステップ２１４では、Ｌ１は、全てのアップロードすべきデータの送信が完了したかど
うかを判定する。送信が完了していない場合には、ステップ２１３に戻ってデータ送信の
完了を待機する。送信が完了した場合には、ステップ２１５に進む。全てのアップロード
すべきデータの送信が完了したかどうかを判定するステップは、無線端末が送信データを
有することを検出した瞬間から２０ミリ秒が経過したかどうかを検出するステップを含ん
でもよい。送信データの送信の完了には、無線端末が送信データを有することが検出され
た瞬間から２０ミリ秒が経過したことが含まれる。２０ミリ秒の時間は、遅延判定により
得られる。１つの無線フレームの長さは１０ミリ秒であるので、２倍の冗長性、即ち、２
０ミリ秒を、無線端末が送信データを有することをベースバンド・チップが検出した瞬間
から無線フレームの送信が完了した瞬間までに設定してもよく、１つの無線フレームの送
信が２０ミリ秒の後に完了することが考えられている。
【００６０】
　ステップ２１５では、Ｌ１での送信が完了した後に、データの送信が完了したことをＬ
３に知らせる。この通知を、特に、識別子（例えば、設定された後に１の値を有し、設定
されていないときは０の値を有する１ビットのブール変数）を設定することにより無線端
末（例えば、無線端末の記憶部、具体的には第１の記憶部または第２の記憶部）において
具体化し、このことを第２のフラグ・ビットＦ２で示し、識別子Ｆ２をＬ３、Ｌ２、およ
びＬ１の任意のレイヤでアクセスしてもよい。本実施形態では、Ｆ２の設定が、Ｆ２が設
定されているときはＬ１により送信データの送信が完了したことを示し、Ｆ２が設定され
ていないときは送信データがＬ１により送信されていないことを示すものであってもよい
。具体的には、Ｆ２にＬ１乃至Ｌ３の任意のレイヤによってアクセスしてもよい。Ｌ１が
ＰＡのターンオフを完了した後、Ｌ１がＦ２を設定する。Ｌ３は、Ｌ１の設定の後に読出
しを実施し、アップリンク・データの送信が完了したことを知る。ベースバンド・チップ
のＬ３がアップリンク・データの送信の完了を知ったとき、ＰＡをターンオフするように
制御する。
【００６１】
　本発明の当該実施形態における方法は、第１の実施形態の方法に基づいており、本発明
の当該実施形態は、待機時間の設定方法を使用してデータ送信の完了とＰＡの完全なター
ンオンを保証する。データ送信が完了した後または無線ネットワーク側への送信データが
存在しないときにＰＡがターンオフされるので、無線端末のアップリンク電力消費を減ら
すことができ、無線端末が無線ネットワーク側と対話する必要がないときに無線端末のエ
ネルギ節約が実現される。
【００６２】
　本発明の当該実施形態に従う方法を使用することにより電力消費を削減する具体的な効
果は、以下の具体的な例により導入される。図３に示すように、ユーザが無線ネットワー
クを介して無線端末でウェブ・ページを開く例ととると、図３のリンク状態から、（図３
の第１の行にある第１のドット・マトリクスのグリッドで示すように）無線端末のプロト
コル・スタックが無線ネットワーク側の基地局とＤＣＨリンクを確立するための要求信号
を送信できることが（図３の第１の行で示すように）分かる。データ要件から、（図３の
第２の行にあるスラッシュのグリッドにより示すように）ユーザ・データが最初に無線ネ
ットワークに送信され、測定レポート（図３の第２の行のドット・マトリクスのグリッド
で示すように、ある種の信号送信データ）が所定の期間ごとに無線ネットワークに送信さ
れ、ユーザが送信データを長期間（この時間はネットワーク側で決定され、一般に１０～
６０ｓ（Ｓｅｃｏｎｄ、秒）である）有しないことが分かった後、無線ネットワークは（
図３の第１の行にある第２のドット・マトリクスのグリッドで示すように）リンクをアク
ティブに切断することが分かる。先行技術の元のソリューションから、ＤＣＨリンクの確
立から当該リンクの切断までの手続き全体において、ＰＡが常にＯＮ状態にある、即ち、
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ＰＡはユーザ・データも信号送信データも存在しないＯＮ状態を保ち、本発明の当該実施
形態のデータ送信方法を使用した後、電力増幅器が実際のデータ送信要件に従ってターン
オンされ、アップリンク・データの送信が完了した後すぐにＰＡがターンオフされ、それ
により無意味な電力消費が回避されることが分かる。図３の第２の行にあるデータ要件で
は、ユーザ・データおよび信号送信データが第４の行にあるＰＡのＯＦＦ状態に対応した
後、ＰＡのターンオフとターンオンには依然として幾分かの遅延が必要であり、当該遅延
は、ＰＡの完全なターンオフとターンオンを保証するための安全な遅延である。無線周波
数ＰＡが５ｍｓ（ミリ秒）以内に確実にターンオンされるように設定できることが好まし
い。具体的には、５ｍｓの遅延を有するタイマを設定してもよく、タイマが終了したとき
、ＰＡのターンオンまたはターンオフが完了したと判定される。
【００６３】
　本発明の第３の実施形態ではさらに無線端末を提供し、図４に示すように、当該無線端
末は以下の要素を含む。
【００６４】
　ベースバンド・チップが信号送信データまたはユーザ・データを含む送信データを有す
るかどうかを検出し、検出の結果、当該ベースバンド・チップが送信データを有さない場
合には、当該ＰＡが非動作状態にあると確認する第１のメッセージをＰＡに送信し、検出
の結果、ベースバンド・チップが送信データを有する場合には、当該ＰＡが動作状態にあ
ると確認する第２のメッセージをＰＡに送信するように構成されたベースバンド・チップ
４０１。
【００６５】
　当該ベースバンド・チップが送信した当該第１のメッセージを受信し、当該ＰＡが非動
作状態にあることを当該第１のメッセージに従って確認するか、または、当該ベースバン
ド・チップが送信した当該第２のメッセージを受信し、当該ＰＡが動作状態にあることを
当該第２のメッセージに従って確認するように構成されたＰＡ４０２。
【００６６】
　本実施形態の無線端末では、送信データが存在するかどうかに従って、ＰＡのターンオ
ンまたはターンオフを制御してもよい。ＰＡは、データが送信されているときだけターン
オンされるので、無線端末のアップリンク電力消費を削減することができ、無線端末が無
線ネットワーク側と対話する必要がないときに無線端末のエネルギ節約を実現することが
できる。
【００６７】
　本実施形態の無線端末はさらに、ベースバンド・チップから送信データを受信し、当該
送信データを変調し、当該変調の後に第１のデータをＰＡに送信するように構成された送
受信器４０５を備えてもよい。
【００６８】
　ＰＡ４０２はさらに、変調の後に第１のデータを増幅するように構成される。
【００６９】
　本実施形態の無線端末はさらに、
　ＰＡが増幅した第２のデータを無線ネットワーク側に送信するように構成されたアンテ
ナ４０３と、
　当該送信データの送信が完了したかどうかを検出し、送信データの送信が完了した場合
には、ＰＡが非動作状態にあると確認する第１のメッセージをＰＡに送信するようにさら
に構成されたベースバンド・チップ４０１と、
　を備えてもよい。
【００７０】
　本実施形態の無線端末はさらに送信データを生成し、当該送信データをベースバンド・
チップに送信するように構成されたアプリケーション・プロセッサＡＰ４０６を備えても
よい。
【００７１】
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　本実施形態のベースバンド・チップは、送信データをＡＰから受信して、当該送信デー
タ内の少なくとも１つの無線フレームを第１の記憶部４０４に格納し、第１の記憶部が当
該送信データを有さない場合には、当該検出に対応する結果は、ベースバンド・チップが
送信データを有さないことであり、第１の記憶部が当該送信データ内に当該少なくとも１
つの無線フレームを有する場合には、当該検出に対応する結果は、ベースバンド・チップ
が送信データを有することである。本実施形態の無線端末はさらに、ベースバンド・チッ
プに接続され、送信データ内の少なくとも１つの無線フレームを格納するように構成され
た第１の記憶部４０４を備えてもよい。
【００７２】
　さらに、無線端末は、（図４に示すように）ベースバンド・チップ４０１に接続されま
たは当該ベースバンド・チップ内に配置され（図示せず）、データを格納するように構成
された第２の記憶部４０７を備えてもよい。第２の記憶部の具体的な利用については、第
１の実施形態における第２の記憶部の説明を参照することができる。
【００７３】
　第１の記憶部が少なくとも１つの無線フレームを有するとき、ベースバンド・チップ４
０１は第１の記憶部内の少なくとも１つの無線フレームの一部または全部を第２の記憶部
に格納し、第２の記憶部がデータを有さない場合には、当該検出に対応する結果は、当該
ベースバンド・チップが送信データを有さないということであり、第２の記憶部がデータ
を有する場合には、当該検出に対応する結果は、ベースバンド・チップが送信データを有
するということであり、当該データは少なくとも１つの無線フレームの一部または全部で
ある。
【００７４】
　ベースバンド・チップ４０１はさらに送信データを第２の記憶部４０７に格納し、当該
送信データを第２の記憶部４０７から読み出すように構成される。
【００７５】
　ベースバンド・チップ４０１は特に、所定の期間ごとに第２の記憶部４０７から送信デ
ータを読み出すように構成される。当該所定の期間は１０ミリ秒であることが好ましい。
【００７６】
　無線端末が送信データを有するかどうかをベースバンド・チップ４０１により検出する
ことは、具体的には、当該ベースバンド・チップのコーダが送信データを有するかどうか
を検出することであってもよく、当該送信データはＡＰによりベースバンド・チップに送
信される。
【００７７】
　ベースバンド・チップにより、ＰＡが非動作状態にあると確認する第１のメッセージを
ＰＡに送信することは、具体的には、ベースバンド・チップがシリアル周辺インタフェー
スＳＰＩバスを介して第１のコマンドをＰＡのＳＰＩに送信し、第１のコマンドがＰＡを
スリープ状態にあるように制御することであってもよい。
【００７８】
　ベースバンド・チップにより、ＰＡが非動作状態にあると確認する第１のメッセージを
ＰＡに送信することは、具体的には、ベースバンド・チップがデジタル無線周波数ｄｉｇ
ＲＦバスを介して第２のコマンドをＰＡのｄｉｇＲＦインタフェースに送信し、第２のコ
マンドがＰＡをスリープ状態にあるように制御することであってもよい。
【００７９】
　ベースバンド・チップにより、ＰＡが非動作状態にあると確認する第１のメッセージを
ＰＡに送信することは、具体的には、ベースバンド・チップが第３のコマンドをＰＡの有
効インタフェースＥＮに送信し、第３のコマンドがＰＡをスリープ状態にあるように制御
することであってもよい。
【００８０】
　ベースバンド・チップにより、ＰＡが非動作状態にあると確認する第１のメッセージを
ＰＡに送信することは、具体的には、ベースバンド・チップが、ＰＡへの電力供給を停止
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して、ＰＡの電力をオフするように電力供給器に指示することであってもよい。
【００８１】
　本発明の上述の実施形態の無線端末に関して、第１の記憶部が少なくとも１つの無線フ
レームを格納すると判定されたとき、ＰＡがターンオンされ、送信データの送信が完了す
るまでＰＡはターンオフされ、ベースバンド・チップで送信される送信データが第２の記
憶部にバッファされ、それにより、アップリンク・データ送信の完了が保証され、アップ
リンク送信の効率が保証される。
【００８２】
　本発明の第４の実施形態ではさらにデータ送信装置を提供し、図５に示すように、当該
データ送信装置は、
　信号送信データまたはユーザ・データを含む、無線ネットワーク側への送信データを無
線端末が有するかどうかを検出するように構成された第１のユニット５０１と、
　当該無線端末が当該無線ネットワーク側への送信データを有するかどうかを検出するス
テップの結果、当該無線端末が送信データを有さない場合には、当該無線端末の電力増幅
器ＰＡが非動作状態にあると確認するように構成された第２のユニット５０２と、
　当該無線端末が当該無線ネットワーク側への送信データを有するかどうかを検出するス
テップの結果、無線端末が送信データを有する場合には、当該無線端末のＰＡが動作状態
にあると確認して、ＰＡが送信データを増幅し増幅された送信データを無線ネットワーク
側に送信するように構成された第３のユニット５０３と、
　を備える。
【００８３】
　本実施形態のデータ送信装置はさらに、
　送信データの送信が完了したかどうかを検出するように構成された第４のユニット５０
４と、
　送信データの送信が完了したとき、当該無線端末のＰＡが非動作状態にあると確認する
第５のユニット５０５と、
　を備えてもよい。
【００８４】
　第１のユニットを、特に送信データが無線端末のベースバンド・チップのレイヤ３に存
在するかどうかを検出するように構成してもよい。
【００８５】
　さらに、第１のユニットを、特に送信データがレイヤ３のパケット・データ収束プロト
コルＤＰＣＰサブレイヤに存在するかどうかを検出するように構成してもよい。
【００８６】
　あるいは、第１のユニットを特に送信データが無線端末のベースバンド・チップのレイ
ヤ１に存在するかどうかを検出するように構成してもよい。
【００８７】
　さらに、第１のユニットを特に送信データがベースバンド・チップのコーダに存在する
かどうかを検出するように構成してもよい。
【００８８】
　あるいは、第１のユニットを特に、無線端末内に配置され無線端末のベースバンド・チ
ップに接続された第１の記憶部に少なくとも１つの無線フレームが存在するかどうかを検
出するように構成してもよい。この場合、少なくとも１つの無線フレームが存在する場合
には、無線端末は送信データを有し、無線フレームが存在しない場合には、無線端末は送
信データを有さない。当該少なくとも１つの無線フレームは、ベースバンド・チップによ
り無線端末のアプリケーション・プロセッサＡＰから受信され、次いで第１の記憶部に格
納される。
【００８９】
　第１のユニットは特に、無線端末内に配置され無線端末のベースバンド・チップに接続
されるかまたはベースバンド・チップ内に配置される第２の記憶部にデータが存在するか
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どうかを検出するように構成される。この場合、データが存在する場合には、無線端末は
送信データを有し、データが存在しない場合には、無線端末は送信データを有さない。当
該データは、少なくとも１つの無線フレームの一部または全部である。
【００９０】
　第３のユニットはさらに、無線端末のＰＡが動作状態にあるとの確認に成功した旨のメ
ッセージをレイヤ３に通知するように構成された第７のユニット５０７を備えてもよい。
【００９１】
　第７のユニットは、ＰＡが動作状態にあることに第１のフラグ・ビットの状態が対応す
ると判定するように構成され、その結果、レイヤ３は決定された第１のフラグ・ビットを
読み出し、第１のフラグ・ビットは無線端末のＰＡが動作状態にあるかどうかを示すのに
使用される。
【００９２】
　第５のユニットを特に、送信データの送信が完了したことを示すメッセージをレイヤ３
に通知して、無線端末のＰＡが非動作状態にあるとレイヤ３が確認するように構成しても
よい。
【００９３】
　第５のユニットを特に、第２のフラグ・ビットの状態が送信データの送信が完了したこ
とに対応すると判定して、レイヤ３が決定された第２のフラグ・ビットを読み出し、送信
データの送信が完了したかどうかを示すために第２のフラグ・ビットが使用されるように
構成してもよい。
【００９４】
　第２のユニットと第および第５のユニットを夫々、シリアル周辺インタフェースＳＰＩ
バスを介してＰＡのＳＰＩに第１のコマンドを送信するように構成してもよい。当該第１
のコマンドはＰＡをスリープ状態にあるように制御する。
【００９５】
　あるいは、第２のユニットおよび第５のユニットを夫々、デジタル無線周波数ｄｉｇＲ
Ｆバスを介してＰＡのｄｉｇＲＦインタフェースに第２のコマンドを送信するように構成
してもよい。当該第２のコマンドはＰＡをスリープ状態にあるように制御する。
【００９６】
　あるいは、第２のユニットおよび第５のユニットを夫々、ＰＡの有効エンドＥＮに第３
のコマンドを送信するように構成してもよい。当該第３のコマンドはＰＡをスリープ状態
にあるように制御する。
【００９７】
　あるいは、第２のユニットおよび第５のユニットを夫々、ＰＡへの電源供給を停止して
、ＰＡの電源がオフになるように構成してもよい。
【００９８】
　第４のユニットを、特に、無線端末が送信データを有すると判定された時点から２０ミ
リ秒が経過したかどうかを検出するように構成してもよい。無線端末が送信データを有す
ると検出された時点から２０ミリ秒が経過した場合には、送信データの送信は完了してい
る。
【００９９】
　本発明の当該実施形態で提供するデータ送信装置に関して、第１の記憶部が少なくとも
１つの無線フレームを格納すると判定されたとき、ＰＡはターンオンされ、送信データの
送信が完了するまでＰＡがターンオフされ、ベースバンド・チップで送信される送信デー
タは第２の記憶部にバッファされ、それにより、アップリンク・データ送信の完了とアッ
プリンク送信の効率が保証される。
【０１００】
　本発明の第５の実施形態ではさらにデータ送信システムを提供し、図６に示すように、
無線端末は、上述の実施形態で説明したように無線端末６０２および無線ネットワーク側
機器６０１を備える。無線端末６０２は無線ネットワーク側機器６０１と通信接続する。
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無線ネットワーク側機器６０１は特に、無線ネットワーク側に配置された基地局機器であ
ってもよい。したがって、無線端末の具体的な実装に関しては、第３の実施形態における
無線端末の実装を参照できるので、その詳細はここでは繰り返さない。
【０１０１】
　本発明の第６の実施形態ではさらにデータ送信システムを提供し、図７に示すように、
無線端末は上述の実施形態で説明したようにデータ送信装置７０２および無線ネットワー
ク側機器７０１を備える。データ送信装置７０２は無線ネットワーク側機器７０１と通信
接続する。無線ネットワーク側機器７０１は特に、無線ネットワーク側に配置された基地
局機器であってもよい。したがって、データ送信装置の具体的な実装に関しては、第４の
実施形態における無線端末の実装を参照できるので、その詳細はここでは繰り返さない。
【０１０２】
　本発明の第７の実施形態ではさらにデータ送信方法を提供する。本実施形態と上述の本
発明の第１の実施形態との差異は、ステップ１０１が、無線ネットワーク側との接続を確
立する前に、無線端末が無線ネットワーク側への送信データを有するかどうかを検出し、
当該送信データが、無線端末と無線ネットワーク側の間の接続を確立するための信号送信
データを含むということである。
【０１０３】
　具体的には、無線端末と無線ネットワーク側の間の接続を確立するための信号送信デー
タが、無線端末によって無線ネットワーク側に送信される、専用チャネルＤＣＨリンク接
続を確立するための要求データであってもよい。当該要求データは、ランダム・アクセス
・チャネルＲＡＣＨを介して無線ネットワーク側に送信される。
【０１０４】
　明らかに、第７の実施形態のデータ送信方法には、第２の実施形態と比較すると、実施
形態２で示したように、無線端末がＲＲＣ－ＤＣＨに入った後に無線端末ネットワーク側
への送信データを送信するのではなく、無線ネットワーク側との接続が確立される前に当
該データが送信されるという相違点がある。
【０１０５】
　本発明の当該実施形態におけるデータ送信方法は、無線ネットワーク側との接続を確立
する前に、無線ネットワーク側への送信データ、即ち、専用チャネルＤＣＨリンク接続を
確立するための要求データがあるかどうかに着目する。当該要求データは、図３の第１の
行にあるリンク確立要求に対応するものである。上述のリンク確立要求が存在する場合に
は、無線端末のベースバンド・チップはＰＡをターンオンするように制御し、リンク確立
要求の送信が完了した後に、ベースバンド・チップはＰＡをターンオフするように制御す
る。その結果、ＰＡと無線端末の電力消費が効果的に削減される。
【０１０６】
　本発明の第８の実施形態ではさらに無線端末を提供する。本発明の第３の実施形態と比
べると、その差異は、ベースバンド・チップ４０１が、無線ネットワーク側との接続が確
立される前に、当該無線端末と当該無線ネットワーク側の間の接続を確立するための信号
送信データを含む無線ネットワーク側への送信データをベースバンド・チップが有するか
どうかを検出し、検出の結果、当該ベースバンド・チップが送信データを有さない場合に
は、ＰＡが非動作状態にあると確認する第１のメッセージをＰＡに送信し、検出の結果、
ベースバンド・チップが送信データを有する場合には、ＰＡが動作状態にあると確認する
第２のメッセージをＰＡに送信するように構成される点にある。
【０１０７】
　具体的には、無線端末と無線ネットワーク側の間の接続を確立するための信号送信デー
タが、専用チャネルＤＣＨリンク接続を確立するための、無線端末によって無線ネットワ
ーク側に送信される要求データであってもよい。当該要求データは、ランダム・アクセス
・チャネルＲＡＣＨを介して無線ネットワーク側に送信される。
【０１０８】
　本発明の当該実施形態における無線端末は、無線端末と無線ネットワーク側の間の接続
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が確立される前に、無線ネットワーク側への送信データ、即ち、専用チャネルＤＣＨリン
ク接続を確立するための要求データが存在するかどうかに着目する。当該要求データは、
図３の第１の行にあるリンク確立要求に対応する。上述のリンク確立要求が存在する場合
には、無線端末のベースバンド・チップはＰＡをターンオンするように制御し、リンク確
立要求の送信が完了した後に、ベースバンド・チップはＰＡをターンオフするように制御
する。その結果、ＰＡと無線端末の電力消費が効果的に削減される。
【０１０９】
　本発明の第９の実施形態ではデータ送信装置を提供する。本発明の第４の実施形態と比
べると、その差異は、第１のユニットが、無線ネットワーク側との接続が確立される前に
、無線端末と無線ネットワーク側の間の接続を確立するための信号送信データを含む、当
該無線ネットワーク側への送信データを無線端末が有するかどうかを検出するように構成
される点にある。
【０１１０】
　具体的には、無線端末と無線ネットワーク側の間の接続を確立するための信号送信デー
タが、専用チャネルＤＣＨリンク接続を確立するための、無線端末によって無線ネットワ
ーク側に送信される要求データであってもよい。当該要求データは、ランダム・アクセス
・チャネルＲＡＣＨを介して無線ネットワーク側に送信される。
【０１１１】
　本発明の当該実施形態におけるデータ送信装置は、無線端末と無線ネットワーク側の間
の接続が確立される前に、無線ネットワーク側への送信データ、即ち、専用チャネルＤＣ
Ｈリンク接続を確立するための要求データが存在するかどうかに着目する。当該要求デー
タは、図３の第１の行にあるリンク確立要求に対応する。上述のリンク確立要求が存在す
る場合には、無線端末のベースバンド・チップはＰＡをターンオンするように制御し、リ
ンク確立要求の送信が完了した後に、ベースバンド・チップはＰＡをターンオフするよう
に制御する。その結果、ＰＡと無線端末の電力消費が効果的に削減される。
【０１１２】
　本発明の第１０の実施形態ではさらにデータ送信システムを提供し、無線端末は無線端
末と無線ネットワーク側機器を備える。当該無線端末は無線ネットワーク側機器と通信接
続する。当該無線ネットワーク側機器は特に、無線ネットワーク側に配置された基地局機
器であってもよい。したがって、無線端末の具体的な実装に関しては、第８の実施形態に
おける無線端末の実装を参照できるので、その詳細はここでは繰り返さない。
【０１１３】
　本発明の第１１の実施形態ではさらにデータ送信システムを提供し、無線端末はデータ
送信装置と無線ネットワーク側機器を備える。当該データ送信装置は無線ネットワーク側
機器と通信接続する。当該無線ネットワーク側機器は特に、無線ネットワーク側に配置さ
れた基地局機器であってもよい。したがって、データ送信装置の具体的な実装に関しては
、第９の実施形態におけるデータ送信装置の実装を参照できるので、その詳細はここでは
繰り返さない。
【０１１４】
　本発明の第１２の実施形態ではさらにデータ送信方法を提供する。本実施形態と上述の
本発明の第１の実施形態との差異は、ステップ１０１が、無線端末と無線ネットワーク側
の間の接続を確立した後に、無線端末が無線ネットワーク側への送信データを有するかど
うかを検出し、当該送信データが、信号送信データまたはユーザ・データを含むというこ
とである。
【０１１５】
　具体的には、無線端末と無線ネットワーク側の間の接続は専用チャネルＤＣＨリンク接
続である。当該送信データ内の当該信号送信データは、専用制御チャネルＤＣＣＨを介し
て当該無線ネットワーク側に送信され、当該送信データ内の当該ユーザ・データは、専用
トラフィック・チャネルＤＴＣＨを介して当該無線ネットワーク側に送信される。
【０１１６】
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　明らかに、第７の実施形態のデータ送信方法と第２の実施形態のデータ送信方法におい
て、当該無線ネットワーク側への送信データは、無線ネットワーク側との接続が確立され
た後、即ち、無線端末がＲＲＣ－ＤＣＨ状態に入った後に送信される。
【０１１７】
　本発明の当該実施形態におけるデータ送信方法は、無線ネットワーク側との接続を確立
した後に、無線ネットワーク側への送信データが存在するかどうかに着目する。当該デー
タは、図３の第２の行にあるドット・マトリクスのグリッドの信号送信データに対応する
、専用制御チャネルＤＣＣＨを介して無線ネットワーク側に送信すべき信号送信データと
、図３の第２の行にあるスラッシュのグリッドのユーザ・データに対応する、専用トラフ
ィック・チャネルＤＴＣＨを介して無線ネットワーク側に送信されるユーザ・データとを
含む。上述の信号送信データおよび／またはユーザ・データが存在する場合には、無線端
末のベースバンド・チップはＰＡをターンオンするように制御し、リンク確立要求の送信
が完了した後、ベースバンド・チップはＰＡをターンオフするように制御する。その結果
、ＰＡと無線端末の電力消費が効果的に削減される。
【０１１８】
　本発明の第１３の実施形態ではさらに無線端末を提供する。本発明の第３の実施形態と
比べると、その差異は、ベースバンド・チップ４０１が、無線端末と無線ネットワーク側
との接続が確立された後に、信号送信データまたはユーザ・データを含む送信データをベ
ースバンド・チップが有するかどうかを検出し、検出の結果、当該ベースバンド・チップ
が送信データを有さない場合には、ＰＡが非動作状態にあると確認する第１のメッセージ
をＰＡに送信し、検出の結果、ベースバンド・チップが送信データを有する場合には、Ｐ
Ａが動作状態にあると確認する第２のメッセージをＰＡに送信するように構成される点に
ある。
【０１１９】
　具体的には、無線端末と無線ネットワーク側の間の接続は専用チャネルＤＣＨリンク接
続である。当該送信データ内の信号送信データは、専用制御チャネルＤＣＣＨを介して当
該無線ネットワーク側に送信され、当該送信データ内のユーザ・データは、専用トラフィ
ック・チャネルＤＴＣＨを介して当該無線ネットワーク側に送信される。
【０１２０】
　本発明の当該実施形態における無線端末は、無線ネットワーク側との接続を確立した後
に、無線ネットワーク側への送信データが存在するかどうかに着目する。当該データは、
図３の第２の行にあるドット・マトリクスのグリッドの信号送信データに対応する、専用
制御チャネルＤＣＣＨを介して無線ネットワーク側に送信すべき信号送信データと、図３
の第２の行にあるスラッシュのグリッドのユーザ・データに対応する、専用トラフィック
・チャネルＤＴＣＨを介して無線ネットワーク側に送信されるユーザ・データとを含む。
上述の信号送信データおよび／またはユーザ・データが存在する場合には、無線端末のベ
ースバンド・チップはＰＡをターンオンするように制御し、リンク確立要求の送信が完了
した後、ベースバンド・チップはＰＡをターンオフするように制御する。その結果、ＰＡ
と無線端末の電力消費が効果的に削減される。
【０１２１】
　本発明の第１４の実施形態ではさらにデータ送信装置を提供する。本発明の第４の実施
形態と比べると、その差異は、第１のユニットが、無線端末と無線ネットワーク側の間の
接続が確立された後に、信号送信データまたはユーザ・データを含む、無線ネットワーク
側への送信データを無線端末が有するかどうかを検出するように構成される点にある。
【０１２２】
　具体的には、無線端末と無線ネットワーク側の間の接続は専用チャネルＤＣＨリンク接
続である。当該送信データ内の信号送信データは、専用制御チャネルＤＣＣＨを介して当
該無線ネットワーク側に送信され、当該送信データ内のユーザ・データは、専用トラフィ
ック・チャネルＤＴＣＨを介して当該無線ネットワーク側に送信される。
【０１２３】
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　本発明の当該実施形態におけるデータ送信装置は、無線ネットワーク側との接続を確立
した後に、無線ネットワーク側への送信データが存在するかどうかに着目する。当該デー
タは、図３の第２の行にあるドット・マトリクスのグリッドの信号送信データに対応する
、専用制御チャネルＤＣＣＨを介して無線ネットワーク側に送信すべき信号送信データと
、図３の第２の行にあるスラッシュのグリッドのユーザ・データに対応する、専用トラフ
ィック・チャネルＤＴＣＨを介して無線ネットワーク側に送信されるユーザ・データとを
含む。上述の信号送信データおよび／またはユーザ・データが存在する場合には、無線端
末のベースバンド・チップはＰＡをターンオンするように制御し、リンク確立要求の送信
が完了した後、ベースバンド・チップはＰＡをターンオフするように制御する。その結果
、ＰＡと無線端末の電力消費が効果的に削減される。
【０１２４】
　本発明の第１５の実施形態ではさらにデータ送信システムを提供し、無線端末は無線端
末と無線ネットワーク側機器を備える。当該無線端末は無線ネットワーク側機器と通信接
続する。当該無線ネットワーク側機器は特に、無線ネットワーク側に配置された基地局機
器であってもよい。したがって、無線端末の具体的な実装に関しては、第１３の実施形態
における無線端末の実装を参照できるので、その詳細はここでは繰り返さない。
【０１２５】
　本発明の第１６の実施形態ではさらにデータ送信システムを提供し、無線端末はデータ
送信装置と無線ネットワーク側機器を備える。当該データ送信装置は無線ネットワーク側
機器と通信接続する。当該無線ネットワーク側機器は特に、無線ネットワーク側に配置さ
れた基地局機器であってもよい。したがって、データ送信装置の具体的な実装に関しては
、第１４の実施形態におけるデータ送信装置の実装を参照できるので、その詳細はここで
は繰り返さない。
【０１２６】
　本発明の第１７の実施形態ではさらにコンピュータ読取可能記憶媒体を提供する。当該
コンピュータはコンピュータ・プログラムを格納し、当該コンピュータ・プログラムのコ
ードをコンピュータにより実行したときに、当該コンピュータ・プログラムのコードは、
当該コンピュータが、本発明の第１の、第２の、第７の、または第１２の実施形態の方法
のステップを実行できるようにしてもよい。
【０１２７】
　本発明の第１８の実施形態はさらにコンピュータ・プログラム製品を提供する。当該コ
ンピュータ・プログラム製品はコンピュータ・プログラムのコードを含み、当該コンピュ
ータ・プログラムのコードをコンピュータにより実行したとき、当該コンピュータ・プロ
グラムのコードは、当該コンピュータが、本発明の第１の、第２の、第７の、または第１
２の実施形態の方法のステップを実行できるようにしてもよい。
【０１２８】
　本発明の範囲と思想から逸脱しない様々な修正と変形を本発明に加えうることは当業者
には明らかである。上記に鑑み、本発明の当該様々な修正と変形は添付の特許請求の範囲
とその均等物に入り、本発明はかかる種々の修正と変形を包含するものとする。
【符号の説明】
【０１２９】
４０１　ベースバンド・チップ
４０３　アンテナ
４０４　第１の記憶部
４０５　送受信器
４０６　アプリケーション・プロセッサ
４０７　第２の記憶部



(23) JP 2014-520494 A 2014.8.21

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(24) JP 2014-520494 A 2014.8.21

【図５】

【図６】

【図７】

【手続補正書】
【提出日】平成25年12月25日(2013.12.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　コンピュータ読取可能記憶媒体は、当該コンピュータ読取可能記憶媒体がコンピュータ
・プログラム・コードを格納し、当該コンピュータ・プログラム・コードが当該コンピュ
ータにより実行されたとき、当該コンピュータ・プログラム・コードは当該コンピュータ
が上記データ送信方法のステップを実行できるようにすることを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　第１の方法では、無線端末のベースバンド・チップが、当該無線端末内に存在し当該無
線端末の当該ベースバンド・チップに接続された第１の記憶部に少なくとも１つの無線フ
レームが存在するかどうかを検出する。当該無線端末が無線ネットワーク側への送信デー
タを有するかどうかを検出するステップの結果無線端末が送信データを有さない場合とい
うのは、第１の記憶部に無線フレームが存在しないことを含む。当該無線端末が無線ネッ
トワーク側への送信データを有するかどうかを検出するステップの結果当該無線端末が送
信データを有することは、第１の記憶部に少なくとも１つの無線フレームが存在すること
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を含む。無線フレームが第１の記憶部に存在しない場合には、ベースバンド・チップは送
信データが存在しないと考える。少なくとも１つの無線フレームが第１の記憶部に存在す
る場合には、ベースバンド・チップは送信データが存在すると考える。少なくとも１つの
無線フレームは、無線端末のアプリケーション・プロセッサＡＰからベースバンド・チッ
プにより受信され、第１の記憶部に格納される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４０】
　ステップ１０２と１０６において、無線端末のＰＡが非動作状態にあることを確認する
ステップは、当該無線端末のベースバンド・チップにより、シリアル周辺インタフェース
（Ｓｅｒｉａｌ　Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ、ＳＰＩ）バスを介して第
１のコマンドをＰＡのＳＰＩに送信するステップであって、当該第１のコマンドはＰＡが
スリープ状態にあるように制御するステップを含んでもよい。ＰＡがスリープ状態にある
ときは、ＰＡはそれが動作状態にあるときと比べて殆ど電力を消費せず、ＰＡが動作状態
にあるときと比べて大量の電気エネルギが節約される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　ステップ１０２と１０６において、無線端末のＰＡが非動作状態にあることを確認する
ステップが、無線端末のベースバンド・チップにより、デジタル無線周波数（Ｄｉｇｉｔ
ａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ、ｄｉｇＲＦ）バスを介してＰＡのｄｉｇＲＦイ
ンタフェースに第２のコマンドを送信するステップであって、当該第２のコマンドはＰＡ
をスリープ状態にあるように制御するステップを含んでもよい。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　ステップ１０２と１０６において、無線端末のＰＡが非動作状態にあることを確認する
ステップが、無線端末のベースバンド・チップにより、第３のコマンドをＰＡの有効イン
タフェースＥＮに送信するステップであって、当該第３のコマンドはＰＡをスリープ状態
にあるように制御するステップを含んでもよい。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０６】
　本発明の第５の実施形態ではさらにデータ送信システムを提供し、図６に示すように、
当該データ送信システムは、上述の実施形態で説明したように無線端末６０２および無線
ネットワーク側機器６０１を備える。無線端末６０２は無線ネットワーク側機器６０１と
通信接続する。無線ネットワーク側機器６０１は特に、無線ネットワーク側に配置された
基地局機器であってもよい。したがって、無線端末の具体的な実装に関しては、第３の実



(26) JP 2014-520494 A 2014.8.21

施形態における無線端末の実装を参照できるので、その詳細はここでは繰り返さない。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０７】
　本発明の第６の実施形態ではさらにデータ送信システムを提供し、図７に示すように、
当該データ送信システムは上述の実施形態で説明したようにデータ送信装置７０２および
無線ネットワーク側機器７０１を備える。データ送信装置７０２は無線ネットワーク側機
器７０１と通信接続する。無線ネットワーク側機器７０１は特に、無線ネットワーク側に
配置された基地局機器であってもよい。したがって、データ送信装置の具体的な実装に関
しては、第４の実施形態における無線端末の実装を参照できるので、その詳細はここでは
繰り返さない。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１８】
　本発明の第１０の実施形態ではさらにデータ送信システムを提供し、当該データ送信シ
ステムは無線端末と無線ネットワーク側機器を備える。当該無線端末は無線ネットワーク
側機器と通信接続する。当該無線ネットワーク側機器は特に、無線ネットワーク側に配置
された基地局機器であってもよい。したがって、無線端末の具体的な実装に関しては、第
８の実施形態における無線端末の実装を参照できるので、その詳細はここでは繰り返さな
い。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１９】
　本発明の第１１の実施形態ではさらにデータ送信システムを提供し、当該データ送信シ
ステムはデータ送信装置と無線ネットワーク側機器を備える。当該データ送信装置は無線
ネットワーク側機器と通信接続する。当該無線ネットワーク側機器は特に、無線ネットワ
ーク側に配置された基地局機器であってもよい。したがって、データ送信装置の具体的な
実装に関しては、第９の実施形態におけるデータ送信装置の実装を参照できるので、その
詳細はここでは繰り返さない。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３０】
　本発明の第１５の実施形態ではさらにデータ送信システムを提供し、当該データ送信シ
ステムは無線端末と無線ネットワーク側機器を備える。当該無線端末は無線ネットワーク
側機器と通信接続する。当該無線ネットワーク側機器は特に、無線ネットワーク側に配置
された基地局機器であってもよい。したがって、無線端末の具体的な実装に関しては、第
１３の実施形態における無線端末の実装を参照できるので、その詳細はここでは繰り返さ
ない。
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【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３１】
　本発明の第１６の実施形態ではさらにデータ送信システムを提供し、当該データ送信シ
ステムはデータ送信装置と無線ネットワーク側機器を備える。当該データ送信装置は無線
ネットワーク側機器と通信接続する。当該無線ネットワーク側機器は特に、無線ネットワ
ーク側に配置された基地局機器であってもよい。したがって、データ送信装置の具体的な
実装に関しては、第１４の実施形態におけるデータ送信装置の実装を参照できるので、そ
の詳細はここでは繰り返さない。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３２】
　本発明の第１７の実施形態ではさらにコンピュータ読取可能記憶媒体を提供する。当該
コンピュータ読取可能記憶媒体はコンピュータ・プログラムを格納し、当該コンピュータ
・プログラムのコードをコンピュータにより実行したときに、当該コンピュータ・プログ
ラムのコードは、当該コンピュータが、本発明の第１の、第２の、第７の、または第１２
の実施形態の方法のステップを実行できるようにしてもよい。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線端末と無線ネットワーク側の間の接続を確立した後、前記無線端末が前記無線ネッ
トワーク側への送信データを有するかどうかを検出するステップであって、前記送信デー
タは信号送信データまたはユーザ・データを含むステップと、
　前記無線端末が前記無線ネットワーク側への送信データを有するかどうかを検出するス
テップの結果、前記無線端末が送信データを有さない場合には、前記無線端末の電力増幅
器ＰＡが非動作状態にあると確認するステップと、
前記無線端末が前記無線ネットワーク側への送信データを有するかどうかを検出するステ
ップの結果、前記無線端末が送信データを有する場合には、前記無線端末の前記ＰＡが動
作状態にあると確認するステップと、
　を含む、データ送信方法。
【請求項２】
　前記無線端末の前記ＰＡが前記動作状態にあると確認した後、前記無線端末の前記送信
データを前記動作状態にある前記ＰＡにより増幅し、前記送信データを前記無線ネットワ
ーク側に送信するステップをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記無線端末と前記無線ネットワーク側の間の前記接続は専用チャネルＤＣＨリンク接
続であり、前記送信データ内の前記信号送信データは、専用制御チャネルＤＣＣＨを介し
て前記無線ネットワーク側に送信され、および前記送信データ内の前記ユーザ・データは
、専用トラフィック・チャネルＤＴＣＨを介して前記無線ネットワーク側に送信される、
請求項１または２に記載の方法。
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【請求項４】
　前記無線端末が前記無線ネットワーク側への送信データを有するかどうかを検出するス
テップは、ベースバンド・チップのコーダが送信データを有するかどうかを検出するステ
ップを含む、請求項１または２または３に記載の方法。
【請求項５】
　前記無線端末が前記無線ネットワーク側への送信データを有するかどうかを検出するス
テップは、前記無線端末のベースバンド・チップにより、前記無線端末内に配置され前記
無線端末の前記ベースバンド・チップに接続された第１の記憶部に少なくとも１つの無線
フレームが存在するかどうかを検出するステップを含み、
　前記無線端末が前記無線ネットワーク側への送信データを有するかどうかを検出するス
テップの結果、前記無線端末が送信データを有さない場合というのは、無線フレームが前
記第１の記憶部に存在しない場合を含み、
　前記無線端末が前記無線ネットワーク側への送信データを有するかどうかを検出するス
テップの結果、前記無線端末が送信データを有する場合というのは、前記第１の記憶部に
少なくとも１つの無線フレームが存在する場合を含み、
　前記少なくとも１つの無線フレームは、前記無線端末のアプリケーション・プロセッサ
ＡＰから前記ベースバンド・チップにより受信され、前記第１の記憶部に格納される、
　請求項１または２または３に記載の方法。
【請求項６】
　前記無線端末が前記無線ネットワーク側への送信データを有するかどうかを検出するス
テップはさらに、前記無線端末の前記ベースバンド・チップにより、前記無線端末内に配
置され前記無線端末の前記ベースバンド・チップに接続されるかまたは前記ベースバンド
・チップ内に配置された第２の記憶部にデータが存在するかどうかを検出するステップを
含み、
　前記無線端末が前記無線ネットワーク側への送信データを有するかどうかを検出するス
テップの結果、前記無線端末が送信データを有さない場合というのは、前記第２の記憶部
に前記データが存在しない場合を含み、
　前記無線端末が前記無線ネットワーク側への送信データを有するかどうかを検出するス
テップの結果、前記無線端末が送信データを有する場合というのは、前記第２の記憶部に
前記データが存在し、前記データが前記少なくとも１つの無線フレームの一部または全部
であることを含む、
　請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記無線端末の前記ＰＡが前記非動作状態にあることを確認するステップは、
　前記無線端末の前記ベースバンド・チップにより、第１のコマンドを前記ＰＡのＳＰＩ
にシリアル周辺インタフェースＳＰＩバスを介して送信するステップであって、前記第１
のコマンドが前記ＰＡをスリープ状態にあるように制御するステップ
　を含む、請求項１乃至６の何れか１項に記載の方法。
【請求項８】
　前記無線端末の前記ＰＡが前記非動作状態にあることを確認するステップは、
　前記無線端末の前記ベースバンド・チップにより、第２のコマンドを前記ＰＡのｄｉｇ
ＲＦインタフェースにデジタル無線周波数ｄｉｇＲＦバスを介して送信するステップであ
って、前記第２のコマンドは前記ＰＡをスリープ状態にあるように制御するステップ
　を含む、請求項１乃至６の何れか１項に記載の方法。
【請求項９】
　前記無線端末の前記ＰＡが前記非動作状態にあることを確認するステップは、
　前記無線端末の前記ベースバンド・チップにより、第３のコマンドを前記ＰＡの有効イ
ンタフェースＥＮに送信するステップであって、前記第３のコマンドは前記ＰＡをスリー
プ状態にあるように制御するステップ
　を含む、請求項１乃至６の何れか１項に記載の方法。
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【請求項１０】
　前記無線端末の前記ＰＡが前記非動作状態にあることを確認するステップは、
　前記無線端末の電力供給器により、前記ＰＡへの電力供給を停止して、前記ＰＡの電力
をオフにするステップ
　を含む、請求項１乃至６の何れか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　無線端末であって、
　ベースバンド・チップと電力増幅器ＰＡとを備え、
　前記ベースバンド・チップは、前記無線端末と無線ネットワーク側の間の接続を確立し
た後、前記ベースバンド・チップが、信号送信データまたはユーザ・データを含む送信デ
ータを有するかどうかを検出し、検出の結果、前記ベースバンド・チップが送信データを
有さない場合には、前記ＰＡが非動作状態にあると確認する第１のメッセージを前記ＰＡ
に送信し、検出の結果、前記ベースバンド・チップが送信データを有する場合には、前記
ＰＡが動作状態にあると確認する第２のメッセージを前記ＰＡに送信するように構成され
、
　前記ＰＡは、前記ベースバンド・チップが送信した前記第１のメッセージを受信し前記
ＰＡが前記非動作状態にあることを前記第１のメッセージに従って確認するように構成さ
れるか、または、前記ベースバンド・チップが送信した前記第２のメッセージを受信し前
記ＰＡが前記動作状態にあることを前記第２のメッセージに従って確認するように構成さ
れる、
　無線端末。
【請求項１２】
　前記送信データを前記ベースバンド・チップから受信し、前記送信データを変調し、前
記変調の後に第１のデータを前記ＰＡに送信するように構成された送受信器をさらに備え
、
　前記ＰＡは、前記変調の後に前記第１のデータを増幅するようにさらに構成され、
　前記無線端末は、前記ＰＡが増幅した第２のデータを前記無線ネットワーク側に送信す
るように構成されたアンテナをさらに備える、
　請求項１１に記載の無線端末。
【請求項１３】
　前記送信データを生成し、前記送信データを前記ベースバンド・チップに送信するよう
に構成されたアプリケーション・プロセッサＡＰをさらに備える、請求項１１または１２
に記載の無線端末。
【請求項１４】
　前記ベースバンド・チップは、前記送信データを前記ＡＰから受信し、前記送信データ
内の少なくとも１つの無線フレームを第１の記憶部に格納し、前記第１の記憶部が前記送
信データを有さない場合には、前記検出に対応する結果は、前記ベースバンド・チップが
送信データを有さないということであり、前記第１の記憶部が前記送信データ内に前記少
なくとも１つの無線フレームを有する場合には、前記検出に対応する結果は、前記ベース
バンド・チップが送信データを有するということであり、
　前記無線端末はさらに、前記ベースバンド・チップに接続され前記送信データ内の前記
少なくとも１つの無線フレームを格納するように構成された前記第１の記憶部を備える、
　請求項１３に記載の無線端末。
【請求項１５】
　前記ベースバンド・チップは、前記第１の記憶部が前記少なくとも１つの無線フレーム
を有するとき、前記第１の記憶部内の前記少なくとも１つの無線フレームの一部または全
部を第２の記憶部に格納し、前記第２の記憶部がデータを有さない場合には、前記検出に
対応する結果は、前記ベースバンド・チップが送信データを有さないということであり、
前記第２の記憶部がデータを有する場合には、前記検出に対応する結果は、前記ベースバ
ンド・チップが送信データを有するということであり、前記データは前記少なくとも１つ
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の無線フレームの一部または全部であり、
　前記無線端末はさらに、前記ベースバンド・チップに接続されるかまたは前記ベースバ
ンド・チップ内に配置され前記データを格納するように構成された前記第２の記憶部を備
える、
　請求項１４に記載の無線端末。
【請求項１６】
　前記無線端末が送信データを有するかどうかを検出するように前記ベースバンド・チッ
プが構成されるということは、特に、前記ベースバンド・チップが、前記ベースバンド・
チップのコーダが送信データを有するかどうかを検出することであり、前記送信データは
前記ＡＰにより前記ベースバンド・チップに送信される、
　請求項１３に記載の無線端末。
【請求項１７】
　前記ベースバンド・チップが、前記ＰＡが前記非動作状態にあると確認する前記第１の
メッセージを前記ＰＡに送信するように構成されるということは、特に、前記ベースバン
ド・チップが第１のコマンドを前記ＰＡのＳＰＩにシリアル周辺インタフェースＳＰＩバ
スを介して送信することであり、前記第１のコマンドは前記ＰＡをスリープ状態にあるよ
うに制御する、
　請求項１１乃至１６の何れか１項に記載の無線端末。
【請求項１８】
　前記ベースバンド・チップが、前記ＰＡが前記非動作状態にあると確認する前記第１の
メッセージを前記ＰＡに送信するように構成されるということは、特に、前記ベースバン
ド・チップが第２のコマンドを前記ＰＡのｄｉｇＲＦインタフェースにデジタル無線周波
数ｄｉｇＲＦバスを介して送信することであり、前記第２のコマンドは前記ＰＡをスリー
プ状態にあるように制御する、
　請求項１１乃至１６の何れか１項に記載の無線端末。
【請求項１９】
　前記ベースバンド・チップが、前記ＰＡが前記非動作状態にあると確認する前記第１の
メッセージを前記ＰＡに送信するように構成されるということは、特に、前記ベースバン
ド・チップが第３のコマンドを前記ＰＡの有効インタフェースＥＮに送信することであり
、前記第３のコマンドは前記ＰＡをスリープ状態にあるように制御する、
　請求項１１乃至１６の何れか１項に記載の無線端末。
【請求項２０】
　電力供給器をさらに備え、
　前記ベースバンド・チップが、前記ＰＡが前記非動作状態にあると確認する前記第１の
メッセージを前記ＰＡに送信するように構成されるということは、特に、前記ベースバン
ド・チップが、前記ＰＡへの電力供給を停止して、前記ＰＡの電力をオフするように前記
電力供給器に指示することである、
　請求項１１乃至１６の何れか１項に記載の無線端末。
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